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２月14日、宇治市国民健康保険運営協議会が市へ提出

老
人
医
療
費
の
適
正
化
も
要
望

一
人
当
た
り
医
療
費
の
比
較

　
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片
山
哲
也
会
長
）
は
二
月
十
四

日
、
保
険
料
の
二
十
Ｗ
ア
ッ
プ
な
ど
を
内
容
と
し
た
答
申
書
を
市
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
六
十
年
度
の
国
保
運
営
に
つ
い
て
市
が
同
協
議
会

に
諮
問
し
て
い
た
も
の
で
、
市
は
こ
の
答
申
書
を
尊
重
し
、
今
月
二
日
か

ら
始
ま
る
三
月
定
例
市
議
会
に
国
保
事
業
特
別
会
計
予
算
案
と
国
保
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。
答
申
書
の
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
答
申
で
は
、
六
十
年
度
の
医
療

費
の
増
加
分
に
見
合
う
、
①
保
険

一人当たり医療費の比較

科目 年度
国保全体(老人を含む) 老　　人

全　国 京都府下宇治市 全　国 京都府下宇治市

轟
55 　　　円97,993　　　　円117,376 　　　円113,037　　　　円343,751 　　　　円408,943 　　　　円503,620

58 126,359151,200157,618420,672 507,006643,472

入
院

55 42,568 48,235 49,702183.659 203,181285,227

58 59,342 67,878 80,416 233,413 264,201397,188

料
平
均
二
十
Ｕ
の
改
定
②
賦
課
限

度
額
を
現
行
三
十
万
円
か
ら
三
十

五
万
円
に
改
定
③
助
産
費
を
男
行

十
二
万
円
か
ら
千
三
万
円
に
改
定

す
る
よ
ｙ
つ
に
求
め
て
い
毒
了
。

　
ま
た
、
妥
望
と
し
て
①
国
保
財

政
を
圧
迫
ず
る
最
大
要
因
で
あ
る

老
人
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
全
庁
的
な
老
人
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
②
疾
病
予
防
を
中
心
と

し
た
総
ふ
節
な
健
康
対
策
鷺
班
進

す
る
こ
と
Ｉ
な
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
零
細
商
工

業
者
、
自
営
業
者
、
年
金
所
得
者

な
ぺ
制
屎
的
に
被
用
者
保
険
の

対
象
に
な
ら
な
い
人
が
多
く
加
入
。

そ
の
た
め
、
必
然
的
に
大
貫
肱

涼
需
要
に
対
し
負
担
は
小
今
ｙ
、

財
政
基
盈
は
極
め
て
弱
い
体
質
に

▲片山哲也会長から答申書を受け取る池本市長

　　（2月14日、市長応接室で）

あ
り
ま
ず
。

　
加
え
て
、
被
保
険
者
の
急
速
な

高
齢
化
や
、
市
内
医
療
機
関
の
病

床
数
増
加
（
人
口
十
万
人
当
た
り

全
国
平
均
千
二
百
六
床
。
宇
治
市

千
八
百
三
床
＝
五
十
八
年
十
二
月

末
現
在
）
に
よ
る
影
響
で
孝
入
医

療
費
が
全
国
平
均
の
Ｉ
・
五
倍
、

特
に
入
院
は
Ｉ
・
七
倍
に
も
通
ｙ

る
な
ぺ
医
療
費
が
高
騰
。
五
十

九
年
度
の
決
算
見
込
み
で
、
累
積

赤
字
は
四
億
四
千
五
百
八
十
四
万

円
（
単
年
度
二
億
三
千
三
百
八
十

六
万
一
八
千
円
）
。
こ
の
ま
ま
保
険
料

率
名
響
鰻
け
ぱ
、
六
十
年
度
は

累
積
で
九
億
四
千
二
百
三
十
三
万

　61年度版｢市民カレンダーと手ぴき｣

　(発行・宇治市)に掲載する写真を、

広く市民の皆さんから募集します。あ

なたの力作をお寄せください。
　‐テーマ…｢四季を通じた市民のふ

れあい｣｡市の行事や観光行事を通じて、

市民のふれあいの様子を季節感を入れ

て　■応募資格…市民と市内に通勤・

通学する人　■規格…カラープリント

(キャビネ)1人１点(原版ポジ・ネガ

も同時提出)｡未発表の新しい作品で単

写真　Ｉ受付期間…昭和61年１月６日

(月)～I8日(土)。

★
6
1
年
度
版
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
★

掲
載
写
真
を
募
集

で
は
医
療
費
増
加
分
に
見
合
ｔ
必

要
最
低
限
の
引
き
轟
諭
に
留
め

て
い
ま
ず
。
保
険
料
率
の
改
定
が

実
施
さ
れ
た
場
合
、
三
億
二
千
万

円
の
収
入
増
の
思
込
み
で
す
が
、

そ
れ
で
１
　
八
十
年
度
の
累
積
赤
字

は
六
億
二
千
万
円
（
単
年
度
一
億

七
千
万
円
）
に
も
お
よ
び
ま
す
。

答
申
で
は
一
般
会
計
繰
入
金
の
増

額
や
、
負
雲
罰
減
是
正
に
つ
い

て
国
や
府
に
働
農
ぼ
る
よ
う
要

請
し
て
い
未
了
。

交通災害共済・火災共済

いつでも加入できます

　
都
市
化
が
罫
呆
市
で
は
、

年
ご
と
に
交
通
事
故
や
火
災
の

発
生
件
数
が
増
え
て
い
ま
ず
。

万
一
の
災
害
に
備
え
。
交
通
災

害
共
済
と
ｙ
ハ
災
共
済
に
加
入
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
災
害
共
済
の
五
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
加
入

者
は
七
万
九
千
八
百
で
す
八
人
。

五
十
八
年
の
同
朋
よ
ひ
九
百
七

土
ハ
人
の
減
で
、
総
人
口
に
対

す
る
加
入
率
も
五
〇
・
三
智
か

ら
四
八
・
九
訂
に
下
が
っ
て
い

ま
ず
。
そ
の
半
面
、
五
十
九
年

の
見
舞
金
の
支
給
は
五
百
八
十

四
件
、
四
千
四
百
七
十
四
万
円

　
（
そ
の
内
交
通
死
亡
事
故
は
十

四
件
、
二
千
百
万
円
）
。
五
十
八

年
に
比
べ
件
数
で
四
十
一
件
と

七
Ｕ
増
、
金
額
ｆ
弔
二
百
七
干

九
万
円
と
二
九
靫
増
に
な
っ
て

い
卓
子
。

　
一
方
、
五
十
八
年
十
二
月
に
、

府
内
ｆ
初
め
て
の
制
度
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
火
災
共
済
制
度

は
、
当
初
は
二
千
七
百
四
十
八

世
帯
、
五
・
四
％
と
低
か
っ
た

加
入
率
も
月
ご
と
に
次
第
に
高

ま
り
、
六
十
年
一
月
末
ま
で
に

加
入
世
帯
数
一
万
三
千
八
百
五

十
八
件
、
全
世
帯
に
占
め
る
割

合
も
二
六
・
八
押
に
ア
″
プ
。

見
舞
金
の
支
給
ね
干
一
件
、
百

四
十
一
万
円
に
達
し
て
い
ま
ず
。

　
交
通
災
害
共
済
は
、
一
人
年

額
五
百
円
。
火
災
共
済
は
、
一

世
帯
一
口
五
百
円
で
二
口
ま
で

加
入
１
荼
す
。
見
壁
君
、

交
通
災
害
共
済
は
障
害
の
程
度

に
よ
り
一
万
円
か
ら
百
五
十
万

円
ま
で
、
火
災
共
済
は
被
害
の

程
度
に
よ
り
一
万
円
か
ら
五
十

万
円
（
一
口
の
場
合
）
ま
で
支
給
。

市
内
の
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、

相
互
銀
行
、
晨
業
協
同
組
合
の

本
・
支
店
、
出
張
所
の
窓
口
、

ま
た
は
市
璧
町
交
通
労
政
課
の

窓
口
で
、
両
共
済
同
時
に
加
ｔ
へ

‘
姜
蛋
す
。
　
（
交
通
労
政
課
）

421

市
制
施
行
3
4
周
年
記
念
式
典

自
功
労
者
な
ど
表
彰

　
三
月
一
日
は
、
三
十
四
回
目
の

市
制
施
行
記
念
日
で
す
。

　
本
市
は
昭
和
二
土
八
年
に
誕
生
。

今
や
入
口
も
十
六
万
三
千
余
人
と

な
り
、
府
南
部
の
中
核
都
市
と
し

て
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
着
実

な
発
展
か
逐
げ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
斎
場
、
広

野
中
学
校
が
完
成
し
、
都
市
某
晋
一

の
整
備
は
大
々
ふ
逼
。
こ
夕
し

た
中
で
本
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
小
ホ
ー
ル
）
で
自
治
功
労
者
や

篤
志
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈

な
ど
、
市
制
施
行
三
十
四
周
年
の

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
、
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
を

驀
賢
元
る
皆
さ
ん
は
次
の
通
り

で
ｙ
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
息
功
労
者
・
・
小
筥
掌
・

長
東
み
さ
を
・
松
本
登
・
三
角
ヒ
サ

ヱ
・
青
里
夭
郎
夫
西
繁
造
・
寺

川
俊
男
・
松
井
正
和
・
山
本
泰
讐

宮
城
宏

　
▽
篤
志
者
・
ふ
薮
法
人
生
長
の

家
宇
治
別
格
本
山
・
任
天
堂
株
式

心
一
社
・
名
鉄
不
動
産
株
式
会
社
・
松

下
電
器
産
業
株
式
会
社
・
松
下
電

子
部
品
株
式
会
社
・
京
都
建
設
業

箆
早
治
支
部
・
宇
治
久
世
薬
剤

師
会
・
箆
冒
１
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
・

辻
否
搭
郎
・
宇
治
商
工
会
議
所
・

松
元
道
夫
・
木
下
正
夫
・
株
式
会
社

三
津
富

　
▽
永
年
勤
続
職
員
・
・
脊
ｍ
薪
一
・

古
久
根
秀
夫
・
村
尾
患
利
・
辻
本
末

造
・
藤
原
保
夫
・
山
上
幸
造
・
高
橋

徹
也
・
萩
野
敏
準
高
木
光
邦
・
小

林
一
久
・
芦
原
稔
・
片
山
博
明
・
奥

宣
万
八
男
山
本
清
・
梶
勝
・
玉
置
敦

明
・
関
口
二
主
田
す
み
子
・
大

▲府南部の中核都市として発展する宇治市の、

　次代を担う子どもたち（S小倉保育所で）

原
勝
・
西
田
清
一
・
青
山
経
子
・
津

田
悠
紀
夫
・
萩
野
政
美
・
土
屋
和

博
・
桃
本
国
治
・
和
田
広
見
・
永
田

正
夫
・
水
口
政
見
山
口
治
男
・
羽

藤
重
太
郎
・
池
田
由
美
子
・
西
村
省

三
・
服
部
利
行
・
土
橋
昇
・
山
岡
久

和
・
梅
崎
平
一
郎

　
▽
優
良
納
税
貯
蓄
鰻
握
・
組

合
・
・
・
岩
井
匪
二
・
太
田
正
雄
・
奥
山

孝
子
・
正
木
久
雄
・
伊
勢
田
旭
納
税

貯
蓄
組
合
・
御
旅
町
納
税
貯
蓄
組

合
・
白
川
納
税
貯
蓄
組
合

　
▽
市
嘱
託
医
・
・
・
今
井
義
博
・
小

山
京
子
・
勝
田
善
之
・
服
部
宏
・
松

田
和
男
・
森
岡
哲
吾
・
山
本
連
子
・

山
村
和
男
・
吉
岡
貞
臣
・
吉
岡
亮
平

　
▽
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
・
・
・

谷
岡
武
雄
・
藤
川
正
一

　
▽
体
育
指
導
委
員
・
：
中
島
一

夫
・
中
村
＝
目
一
・
福
山
秋
文

　
▽
適
正
就
学
指
導
委
員
会
委
員

・
・
・
丸
岡
恵
匪

　
▽
民
生
児
童
委
員
・
・
安
茅
誼
・

伊
藤
千
枝
子
・
伊
庭
久
男
・
岡
本
一

郎
・
加
納
晃
子
・
久
保
田
ナ
オ
・
小

島
喜
三
・
深
田
清
人
・
清
水
正
子
・

首
藤
三
喜
春
・
角
田
彰
三
・
鷹
田
愛

子
・
堤
治
子
・
中
政
子
・
中
西
成
二
・

二
宮
具
子
・
福
井
一
郎
・
宮
原
美
代

子
・
安
岡
壽
子
・
薮
田
要
三

　
▽
人
権
擁
護
委
員
・
：
熊
木
治
夫

　
▽
町
内
会
長
・
・
・
渋
谷
忠
一
・
進

士
暢
夫
・
辻
三
次
郎
・
内
藤
一
・
林

博
康
・
飛
田
保
雄
・
福
山
武
雄
・
正

木
久
雄

　
▽
教
職
員
・
・
・
内
川
中
彦
・
奥
山

一
・
久
保
田
壱
重
郎
由
口
信
二
・

田
辺
乖
ふ

　
▽
市
政
協
力
者
・
団
体
・
・
・
吼
村

庄
三
郎
・
株
式
会
社
公
益
社
志
薮

法
人
庚
申
命
四
神
総
宮
社

小さな負担で大きな安心

問い合わせ　広報課

国民健康保険料20％の改定を答申

改
定
幅
は

医
療
費
増
加
分

3月1日

健全な営業で

明るい町づくりを
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マ
ス
コ
ッ
ト
に
牛
若
丸

４
・

－ － 一 二 －

－ － ・ － － － － － － －一 ニ－ － －－ －一 － ミ ー

Ｉ

Ｉ

‐

Ｉ

　
六
十
三
年
に
京
都
で
開
か
れ
る
国
民
体
育
大
会
の
テ
ー
マ
「
京
都
国
体
」
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
」
が
決
ま
っ
た
の
に
続
い
て
、
昨

年
に
は
、
未
来
へ
の
飛
躍
を
力
強
く
描
い
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
マ
ス
コ
ッ
ト

に
、
俎
火
を
持
っ
た
牛
若
丸
（
愛
称
未
来
く
ん
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
に
は
、
紫
色
か
ら
黄
色
ま
で
の
色
相
を
段
階
的
に
変
化
さ
せ
た

　
「
色
彩
－
Ｎ
Ｇ
」
を
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
に
、
濃
紺
、
水
色
、
緑
の
三
色
が
サ
ブ
カ

ラ
ー
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
顔
が
揃
い
、
国
体

啓
発
な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

―

Ｉ

Ｉ

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
中
央
に

国
体
の
了
・
‐
ク
か
配
し
、
そ
の
周

囲
を
リ
ポ
ｙ
状
に
取
り
囲
み
、
最

後
の
矢
印
で
未
来
の
世
界
へ
飛
び

出
す
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
化
さ

れ
て
い
ま
ず
。

　
５
募
は
、
全
国
か
ら
四
百
五
十

九
点
あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
な

μ
と
マ
ッ
チ
し
、
二
巡
目
初
回
の

意
義
忿
望
完
だ
新
清
さ
、
と
い

之
毘
曇
ご
去
蓮
考
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
躍

動
性
衆
評
や
か
に
表
現
す
る
一
方
、

新
し
い
一
歩
忿
ｍ
み
出
す
国
体
と
、

伸
び
ゆ
く
京
都
の
未
来
奮
わ
か
り

や
す
く
象
徴
し
て
い
る
と
し
て
、

こ
の
マ
ー
ク
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　スポーツの持つ力強

さ､スピード感､躍動性

をテーマカラー「色彩

I NG」の矢印で表す

とともに、京都の、そ

して二巡目国体の「新

しい歴史に向かって」

伸びゆく姿を象徴して

います。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
昭
和
四

十
年
の
岐
阜
国
体
か
ら
用
い
ら
れ
、

滋
賀
国
体
は
「
琵
琶
湖
」
、
奈
良
国

体
は
「
鹿
」
が
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ

て
い
求
ふ
、
京
都
で
は
初
め
て

抽
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
鳶
ハ

奔
に
巡
。

　
マ
ス
コ
″
ト
は
、
「
牛
若
＆
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
京
都
ら
し
さ
、
若
々
し
さ
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を

表
わ
し
、
そ
Ｅ
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
み
ん
な
で
親
に
￥
応
る
も
の

と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。

　
矩
火
を
持
っ
た
牛
石
凡
の
迫
力

の
あ
ゑ
Ｉ
呂
、
デ
ザ
イ
ン
の
ざ

ん
新
見
石
、
明
る
ぐ
親
し
み
や

す
べ
京
都
国
体
、
京
都
府
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
五
百
十
八

　牛若丸をモチーフと

したデザイン｡愛称も、

京都国体が、そして京

都が光かがやく未来に

向かって力強く発展し

てい｀くよう、「未来く

ん」と名付けられまし

た。

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
愛
称
も
、
全
国
か
ら
三
千
二
百

七
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
レ
た
が
、

明
る
ぐ
親
し
み
や
す
い
、
呼
び
や

す
い
、
京
都
ら
し
さ
か
表
な
も

の
、
の
観
点
か
ら
「
未
来
く
か

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
国
体
の
マ
ス
コ
″
ト
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
群
馬
国
体
か
ら
採
用

吝
れ
、
看
板
や
パ
ン
フ
レ
″
ト
な

ど
に
活
用
鳶
笞
な
戸
国
体
啓
発

の
ア
イ
ド
ル
と
洽
れ
て
い
ま
で
Ｉ
。

　
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
は
、
紫
か
ら
黄

へ
と
変
化
し
て
い
く
仙
稲
で
、
過

去
か
ら
禾
来
へ
飛
躍
す
る
意
味
を

込
め
た
「
色
彩
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
ア
イ
ー
エ

ヌ
ー
ジ
ー
）
」
タ
ヌ
ー
ン
カ
ラ
ー
に
、

濃
紺
、
水
色
、
緑
の
三
色
が
サ
ブ

カ
ラ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

－ ■ ■ － 一 二 二 － 一 曙 二 － － － ■ 一 二 二 二 二 ■ ■ ｄ －

　
メ
ー
ン
カ
ラ
ー
の
紫
は
、
京
都

の
歴
史
・
文
化
敬
赤
は
躍
動
感
や

ス
ポ
ー
ツ
感
・
若
々
し
さ
蔵
黄

は
光
輝
ぐ
希
望
・
未
来
夕
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ブ
カ
ラ
ー
は

山
紫
水
明
の
京
都
府
全
域
を
象
徴

す
る
た
め
に
、
日
本
海
と
河
川
の

　
六
十
三
年
京
都
国
体
は
、
夏
季
・

秋
季
否
琴
通
じ
て
、
正
式
競
技

は
今
ま
で
の
三
十
五
競
技
に
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
」
が
加
え
ら
れ
て
三
十

六
競
技
、
公
開
競
技
は
四
競
技
で
、

史
上
最
高
の
四
十
競
技
が
府
下
十

　63年京都国体・宇治市準備委貝会には、六つの専門委貝会が

設sされています。委貝は、市民の各団体代表などから推薦さ

れた計134人で構成されています。専門委貝会の種類と活動内

容は次のとおりです（○印は委貝長、○は副委貝長、敬称略）。

宿泊・衛生
専門委貝会

輸送･交通･警備

専門委貝会
施設専門
委貝会

市民運勣
専門委貝会

競技・式典

専門委員会

総務・企画

専門委員会
種類

　○　○⌒西７小
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公　観雑罰
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警に゜整係

!!!関，C車
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関る　す輸
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苫' 気関
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　　　　　る
　　　　　こ
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諸
n

施■
悶
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箭
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腿

リ

　ア

　１

　と;
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　●ー　亀ゝそ市に住広

回

4 3 2 1

　ゝ●ゝゝ

他関予総
の係算合
専機と企

門関決画
委・算に

貝団に関
会体関す

にとする
属のるこ
さ連こと

な絡ど
い調゜

こ整
とに
　゜関

　す

　る
　こ
　と

付

託

事

項

国
体
豆

知
識

　
国
体
は
、
国
内
最
大
の
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
。
六
十
三
年
京
都

国
体
で
は
今
ま
で
の
最
高
の
四

十
競
技
が
行
ｐ
れ
、
宇
治
市
で

は
水
泳
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
開
催
在
れ
串
子
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
岑
か
に

・
国
体
の
知
識
m
め
て
む
ら
お

.
ｒ
v
と
、
「
国
体
豆
知
識
」
を
シ
リ

。
１
ズ
で
お
送
り

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
競

技
名
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　
◇

　
〈
正
式
競
技
と

公
開
競
技
〉

　
こ
れ
は
、
日

本
体
育
協
会
の

‘
「
国
民
体
育
大

会
開
催
基
準
要

項
」
に
規
定
さ

れ
て
い
る
名
称

で
、
両
方
と
も

都
道
府
県
対
抗

盆
号
競
技
で
ｙ
。

正式競技・公開競技

　
正
式
競
技
に
は
、
冬
里
公
一

と
し
て
四
競
技
、
夏
・
秋
季
大

会
m
じ
て
三
土
ハ
競
技
が
あ

り
ま
ず
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
別
、

種
目
の
順
位
に
よ
っ
て
得
点
が

与
政
ら
れ
、
そ
の
総
合
計
点
に

国民体育大会競技名

よ
ひ
都
道
府
県
の
順
位
が
決
め

β
誓
子
。

　
公
開
競
技
は
、
ス
ポ
ー
ツ
芸

術
と
高
等
学
校
野
球
の
二
つ
に
、

開
催
都
道
府
県
が
希
望
ず
る
競

技
を
加
え
て
打
り
れ
、
順
位
は

決
め
ら
れ
求
ふ
得
点
は
与
政

ら
元
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ぶ
つ
に
、
得
点
を
与
汽

ら
れ
る
の
が
正
式
競
技
、
与
政

β
れ
な
い
の
が
公
開
競
技
と
考

え
て
よ
い
で
し
よ
気
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
は
例
外
で
す
。

　
　
　
　
　
〈
デ
モ
ン
ス
ト

　
　
　
　
　
レ
ー
シ
ョ
ン
〉

都道府県対抗で競うの
で
７
が
、

　
　
二
巡
目
の
京

　
都
国
体
か
ら
初

　
め
て
実
施
さ
れ

　
る
も
の
で
、
開

　
催
都
道
府
県
か

　
ら
希
望
が
あ
る

　
場
合
は
、
そ
の

　
都
道
府
県
内
で

　
実
施
で
き
る
ス

　
ポ
ー
ツ
行
事
で

　
す
。

　
　
こ
れ
は
、
「
よ

　
り
開
か
れ
た
国

　
体
」
牽
の
征
し

　
て
打
幻
れ
る
も

京
都
国
体
■
こ
の

種
目
が
行
ｐ
れ
る
か
は
決
っ
て

い
ま
せ
ん
。
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
Ｊ
綱
引
き
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
候
補
に

あ
が
っ
て
い
水
子
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
準
備
室
）

冬季 スキー､スケート、アイスホッケー､バイアスロン

夏季 水泳(競泳､水球､飛び込み)､漕艇､ヨット､カヌー

秋季

陸上競技､ｻｯｶｰ､ﾃﾆｽ､ﾎｯｹｰ､ボクシング､ﾊﾞﾚｰﾎﾟｰﾙ、

体操､ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾟｰﾙ､ﾚｽﾘﾝｸﾞ､ｳXｰf'Jﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ、

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ､軟式庭球､卓球､自転車､軟式野球､相撲,

馬術､フェンシング､柔it.ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ､ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ丿這、

ﾗｲﾌﾙ射撃､剣遣､ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ､山岳､ｱｰﾁｪﾘｰ、

空手道､銃剣I,ｸﾚｰ○.なぎなた､ボウリング

公雑技 高等学校野球、スポーツ芸術

422

色
聖
衣
す
「
濃
紺
」
と
「
水
色
」
、
山

野
と
北
山
杉
を
表
す
「
緑
」
と
決

奮
奔
レ
だ
。

史
上
最
高
の
4
0
競
技

6
3
年
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
行
事
も

西
宇
治
公
園

芝
舗
装
の
サ
ッ
カ
ー
会
場

工
事
す
す
む

マ
ス
カ
ッ
ト
「
未
来
く
ん
」

一
市
・
二
十
七
町
に
分
散
し
て
行

わ
れ
、
宏
吊
で
は
、
夏
季
に
水

泳
競
技
（
競
泳
・
飛
び
込
み
）
、
秋

季
に
は
サ
ッ
カ
ー
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
二
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
外
、
競
技
に
よ
っ
て
は
成
年

▲今月から芝生はりが予定されている西宇治公園

の
二
部
、
ま
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

も
行
り
れ
る
予
定
で
す
。

　
二
巡
目
の
初
回
奎
即
る
京
都
国

体
は
、
昨
年
七
月
に
正
式
内
定
さ

れ
た
の
に
続
い
て
、
こ
と
し
そ
月

ご
ろ
に
は
「
正
式
決
定
ｊ
　
Ｗ
Ｃ
≫
<
？

予
定
で
す
。
そ
し
『
こ
の
時
点

か
ら
、
府
と
各
市
町
村
準
備
委
員

会
は
実
行
委
員
会
へ
と
改
組
し
、

組
織
も
拡
大
さ
れ
、
六
十
三
年
京

都
国
体
に
向
け
て
具
体
的
な
計
回

・
事
業
な
ど
羞
建
す
る
こ
と
に

な
り
求
了
。

　
市
で
は
、
京
都
国
体
の
成
功
と

西宇治公園

　
市
で
は
、
六
十
三
年
京
都
国
体

の
サ
″
カ
ト
会
場
と
な
る
西
宇
治

蜃
で
文
化
的
な
街
つ
く
県
め

京
走
め
、
「
第
四
十
三
回
国
民
体

育
大
心
一
宇
治
市
開
催
基
本
方
ぎ

を
定
め
て
い
ま
で
一
。

　
こ
れ
は
、
土
八
万
市
民
の
英
知

と
力
を
結
集
し
『
市
民
総
参
加

の
も
と
に
、
歴
史
か
お
る
文
化
創

造
の
都
市
宇
治
に
ふ
芦
り
し
い
大

会
｡
＃
ｇ
％
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
振
興
を

図
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の

街
づ
ぐ
昨
か
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
毒
了
。

公
園
（
小
倉
町
蓮
池
）
の
整
備
を

昭
和
五
土
八
年
か
ら
着
手
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
用
地
の
整
地
も
ほ
ぽ
終

わ
り
、
こ
と
し
三
月
ご
ろ
か
ら
芝

生
は
り
に
入
り
、
周
囲
二
千
五
百

平
方
μ
を
ク
レ
ー
舗
装
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
す
る
外
、
高
さ
八
μ
の
防

球
ネ
″
ト
や
慾
設
備
を
備
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
ず
］
。

　
ま
た
、
京
都
国
体
ま
で
に
、
公

園
周
囲
に
植
栽
を
設
け
る
外
、
便

所
、
水
飲
み
場
な
戸
石
設
置
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
康
ｙ
。
総
事

業
費
は
約
九
塵
〈
千
七
百
万
円
。

63年京都国体

シンボルマーク　力強く未来へ飛躍

芝舗装のサッカー会場工

事すすむ

シンボルマー

ク

マスコット未来くん
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国
民
健
康
保
険
証

３
月
１
日
か
ら
切
り
替
え

　
現
在
使
用
中
の
う
ぐ
い
す
色
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

三
月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
未
了
。
四
月
一
日
か
ら
は
、
新

し
ぐ
ふ
じ
色
の
被
保
険
者
証
（
退

職
被
保
険
者
証
は
あ
さ
ぎ
色
）
に

変
わ
り
ま
ず
。
そ
こ
で
三
月
一
日

か
ら
市
役
所
保
険
年
金
課
（
ａ
⑩

国保被保険者証出張切り替えの日程表

3
1
4
1
）
で
切
鎚
替
え
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
（
桃

色
の
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
が

あ
る
人
は
合
わ
せ
て
）
と
印
鑑
を

持
っ
て
お
越
し
こ
だ
さ
い
（
被
保

険
者
証
を
紛
失
の
場
合
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
す
る
も

の
盈
な
ぞ
し
て
ぐ
だ
さ
い
）
。

程
で
各
地
域
へ
出
張
し
て
切
昨
替

え
夕
仔
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
と

印
鑑
聚
持
っ
て
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
張
切
び
替
え
当
日
は

そ
の
地
域
の
被
保
険
者
証
夕
垂
部

会
場
へ
持
ち
出
に
ま
す
。
該
当
す

る
地
区
の
人
は
、
市
役
所
で
は
手

続
き
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
、
氏
名
に

変
更
が
あ
っ
た
人
は
出
張
会
場
で

は
切
ひ
替
え
が
で
i
M
i
i
f
i
ん
。
直

接
保
険
年
金
課
ま
で
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
（
（
保
険
年
金
課
）

固諏恢諏隈者趾出慢切り晋λ/j目程衣

月日 場所 受付時間 地　　区・

３月９日出
白川集会所 ９時半~正午白川

喜撰会館 13時～16時志津川

10日(ﾛ)
西大久保集会所

'0時-16時
府営西大久保団地

旦椋公会堂 広野町・大久保町

11日(月)
六地蔵公会堂9時～正午六地蔵一木幡
御蔵山集会所13時～16時

12日肉棋島公民分館10時～16時横島町

13日團
西岡屋会館 ９時半~正午

五ヶ庄
福角集会所 13時-16時

14日困大和田公会童10時～16時五ヶ庄

15日圏
下村公民分館９時半~正午

棋島町
三軒厘公民分館 13時-16時

16日出
東目HI公民分館 ９時半~正午

横島町
西目川公民分s13時～16時

17日(1])

東宇治消防分署 10時~16時木幡・五ヶ庄

半白集会所 ９時半~正午
蔭山・半白・里尻・

小桜・戸ノ内・御廟

索ヶ丘公民分館 13時～16時横島町・小倉町

18日囲小倉公民館 lO時～16時小倉町

19日肉三室戸集会所10時～16時
乙方･東内･山本･又振

山田･紅斎･菟'ltt

20日出木幡公民館 10時～16時木幡

21日困
明星集会所 ９時半~正午

明星町･11・乙方

東内・山本

又振・山田・紅斎川東集会所 13時-16時

22日團開公民分館 IO時～16時神明･羽拍子町･南陵町

23日出伊勢田公民分館 1O時~16時伊勢田町

24日(日)

西小倉集会所
10時～16時

小倉町・伊勢田町　．

神明集会所
神明･羽拍子町･大谷

野神・広野町

南部公会堂 ９時半-正午五ヶ庄

25日出） 広野公民分館10時~16時
大久保町（府営団地

は除く）・広野町

o宇治市中央公民館…折居台

　１の1 （亡@ 14 11）

Ｏ宇治市宇治公民館…宇治里

　尻71の9 （n@2 8 0 4）

○宇治市木幡公民館…木幡内

　畑34の7 （雲⑩8 2 9 0）

Ｏ宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91 (a⑩4 6 8 7）

住
所
、
氏
名
、

萌

電
話
番
号
Ｊ 　 ．

乳幼児の健康教室日程表

月日 内　　容 講　師

3/12
　(肉

子どもをとりまく環境の変化

一子どもの虞艮にと･て大切なこと-

豪良教育大幸助教授

　　田中恒子さん

3/15
　倒 子どもの尭違と遊ぴ

享l文te覇大学助亀授

　　秋浜友子さん

3/18
　㈹

健康観察のチェックポイン

トと応s.処ｌ
市保翰予防鼻保霞幡

3/27
　伽

友生活を見直す

　～食品を選ぶ目を餐う～
市保健予防里業養士

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
表
▼
時
間

・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

会
場
・
：
木
幡
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市

民
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
３
月
１
日
か
ら
禾
幡

公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
な
お
、
学
習
中
２
歳
以
上
の
幼

児
蔵
Ｊ
人
ま
で
保
育
し
示
７
．
希

望
者
は
受
講
申
し
込
み
時
に
合
わ

せ
て
申
し
込
み
罵
お
や
つ
代
と

し
て
Ｌ
人
二
百
円
が
必
要
で
７
。

　
（
木
幡
公
民
館
・
保
健
予
防
課
）

小倉公民館まつり日程表

お
知
ら
せ

部門 月日 内　　　　　容

唇
ぷ
の
部

3/21

　閑

　13/23
　出

作品展示
　９時-17時

日本画．m絵、水彩画、版画
拓本、書、写真、手工芸品、
短歌、俳4),研究発表など

パ　ザ　ー
　u時～正午 手作り品、不用品

集
い

の

部

3/24

聞

手芸コーナー

　10時～正午

レザーキーホルダー(子ども
30人、材料代2a〕円),プラス
チックペンダント(100人､無
料)IJか

ぉ話し会

13時半-14時半
対象は幼児・小学校低学年

手芸コーナー

13時-15時半

パッチワーク、ピンクッショ
ン（大人50人、材料代150円）,

スポンジのパク.パク人形c子
ども50人、材料代SO円)IIか

一日作法教室

　10時～15時 煎茶(ぉ茶代100円)
※期間中、I瞬-15時まて:≪髪店が出ます．前売り莽は小t2民館で。

宇治公民館サークル等活勣発表会の日程表

部門 日　時 内　　　容

ｌ
3／8(4)13時-16時

水墨画、手芸、版画、絵画、
拓本、アートフラワー、園芸、
和紙豆人形など

3／9(±)10時-16時

3/10(日)10時-15時半

集
い
の
部

3/10(日)10時～14時半

午前
コーラス、大型紙芝居、

km.パネルシアター

12時－
1脚≫分

ペー,<-クラフト､･ビデ

オ

午後
民謡(宇冶茶もみ唄ほか)

抒
3／8fi)15時～16時

版画・手芸（ソープ手芸）
3／9山峙~n時半･

講
演
会

3/8勿i3時半-15時 ｢女の自立を考える｣
　　　　講師石月静.sさん

3／9tt)14時-16時 ｢良寛(和尚)について｣
　　　　mm田中順二さん

期si中､模擬店か出ます.tiltり券は宇治公民館で(当B券iありますk

宇
治
壱
番

　
辻
村
　
享
子
ち
ゃ
ん

新lフィルム0>一覧≪(いずれもカラー作品)

６ 暮 ／

まんか倖人勧勝「良寛」………………………１１分

　　　　　g－t恥さん「がまん會ときもだめし会」…‥･…２

あんじゅとずしぉう　　　　　　　３
大きい一年生と小さな二年生………………３
走れ、ぼく心小さな友だち…………………４

ぽくの熊おじさん　　　　　　　　４
夢かぎりなく～わめf子に豊ヵヽな体喰を－●●･３わらべの家のぉぱさんたち…………………３

わたんべとすぱらしい仲間…………………４

分
分

分
分
分

分
分
分

場
な
μ
恐
の
学
習
心
一
や
、
早
μ
も

会
活
動
な
ど
に
利
用
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
視
聴
覚
教
材
を
無
料
で

貸
し
…
ｍ
し
て
い
ま
ず
。
こ
の
ほ
ど

新
し
ぐ
右
表
の
フ
″
ル
ム
か
そ
ろ

え
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
利
用
さ
れ
る
団
体
は
、
利
用
日

の
三
日
前
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

営
利
目
的
や
個
人
へ
の
貸
し
出
し

は
し
ま
せ
ん
。
（
中
央
公
民
館
）

　たかこちゃんは､動物が大好き。

犬や猫の絵本を見ていると、とて

もご機嫌です。

　この欄に掲載するお子さん（59

年３月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

税金がかかります

バイク廃車の未申告

　手続きは３月中に

　
毎
年
四
月
に
な
る
と
「
バ
イ

ク
か
痔
っ
て
い
な
い
の
に
税
金

の
通
知
が
き
た
」
と
い
ラ
問
い

合
わ
せ
が
相
次
ぎ
手
］
。

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
は
、
毎

年
四
月
一
日
現
在
で
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
と
し
て
登
録
し
て

い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
住

所
を
穿
更
し
た
り
、
友
人
に
譲

っ
た
と
か
盗
難
に
あ
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
三
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
で
こ
だ
さ
い
。
ま
た
、

業
者
な
ど
に
依
頼
を
し
た
時
は

申
告
か
盾
ま
せ
て
い
る
か
と
コ

か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
手
続
き
の
要
領
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
▼
新
規
登
録
・
転
入
・
市
外
在

住
者
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
…

販
売
確
認
書
ま
た
は
廃
車
申
告

受
付
書
と
印
鑑
▼
廃
車
・
転
出

・
市
外
在
住
者
へ
譲
渡
し
た
場

合
・
：
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑
▼
市
内
在
住
者
間
で
譲
渡
し

た
場
合
・
・
・
相
手
万
の
印
鑑
ま
た

は
譲
渡
証
明
と
本
人
の
印
鑑
▼

申
告
手
続
き
先
・
・
・
①
軽
自
動
車

―
軽
自
動
車
協
会
（
Ｓ
０
７
５

田
6
5
1
6
）
②
二
輪
の
小
型

自
動
車
＝
陸
運
事
務
所
（
豊
０

７
５
剛
9
7
6
1
）
③
①
と
②

以
外
の
バ
イ
ク
な
ど
Ｌ
市
役
所

市
民
税
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

お
済
み
で
す
か

市
・
府
民
税
の
申
告

３
月
1
5
日
廊
で
す
。

　
あ
な
た
の
申
告
は
も
ラ
お
済

み
で
し
よ
ラ
か
。
期
限
間
近
に

な
り
車
芭
、
窓
口
が
混
雑
し
、

長
い
時
間
待
っ
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
里
琴
于
ま
＼
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）
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京都市交響楽団　３月18日

京都府移動文化芸術劇場宇治公演　　　　　PM7 :00開演

　文化会館大ホール

９
日
か
ら
は

出
張
切
り
替
え

臨
時
看
護
婦
を
募
集

車
い
す
介
助
方
法
講
習
会

市
内
発
掘
調
査
報
告
会

「
遺
跡
と
遺
物
」

写
真
パ
ネ
ル
展

婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

市
民
歩
こ
う
会

社
会
保
険
相
談
所

交
通
事
故
相
談

日
曜
大
工
教
室

乳
幼
児
の
健
康
教
室

　
～
体
’
つ
く
り
～

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

第
９
回
宇
治
公
民
館

サ
ー
ク
ル
等
活
動
発
表
会

新
着
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し

指揮　山田一雄
ピアノソロ　清

水和音

公邑館のお知らせ



第694号 宇治市政だより 1985年（昭和60年）３月１日発行（4）

宇治地方振興局S⑩2049、9時～16時）

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で。消e苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3 階の家庭児童相談室（n⑩8698)
：で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・｜

：金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階：

　の老人福祉モンター（a⑩5652）で。

1…………………………………………………………………ﾐ

▲土に親しみ健康的な毎日を（59年11月、

　伊勢田老人園芸ひろばで）

利
用
者
を
募
集

西
宇
治
・
中
宇
治
・
矢
落
で

9
月
ま
で
受
け
付
け
3
0
利

用
で
き
る
人

利
用
で
き
る
人

と
こ
ろ
と
募
集
数

利
用
期
間

申
し
込
み

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動

図
書
館
（
3
月
分
）

献
血

不
用
犬
・
猫
の
引
き
取
り

相
談
あ
ん
な
い

い
い
と
と
と

そ
そ
と
い
ご
じ
じ
に
じ

ｊ
ｇ
3
月
3
月
の
燃
え
な
い

ゴ
ミ
・
し
尿
収
集
日
程
表

９日まで

受け付け

人
で
、
他
の
参
人
園
莽
父
ぼ

か
莉
用
し
て
い
な
い
人
。

（
と
こ
ろ
と
募
集
数
）

西
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぼ
（
広

野
町
成
田
）
よ
Ｊ
区
画
、
’
中
宇

治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぽ
（
棋
島
町

外
）
－
4
3
区
画
、
矢
落
老
人
園

芸
ひ
ろ
ぱ
（
忠
矣
落
）
＝
8
4

区
画
。
大
き
さ
は
、
Ｉ
区
画
が

・
1
0
平
方
μ
、
Ｉ
世
帯
に
つ
き
Ｉ

区
画
に
限
る
。
。

（
利
用
期
間
）

6
0
年
↓
月
１
日
か
魚
麗
答
月

1
5
日
ま
『
利
用
は
無
料
。

（
申
し
込
み
）

３
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
に
、

本
人
が
印
鑑
夕
痔
っ
て
福
祉
事

務
所
福
祉
課
に
お
越
し
ｙ
、
だ
さ

い
。
応
募
者
が
多
い
場
合
は
抽

選
で
決
め
ま
す
。
（
福
祉
課
）
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
3
月
分
）

（
利
用
で
き
る
人
）

老
人
園
芸

ひ
ろ
ば

献
血

不
用
犬
・
猫
の
引
き
取

り 相
談
あ
ん
な
い

老人園芸

ひろば

献　　　　血

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

不用犬・猫の引き取り

3月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

相談あんない

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生讐理組合電話075－631－5171）

し尿収集の届け出を
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